
ゾンビと資本主義

BEST20注文一覧表　　2022年8月末集計より　 ＊ISBNは頭に978-4-87502がつきます。

書名 ISBN 著者 本体 冊数 書店印

1 桂離宮のブルーノ・タウト 545-0 長谷川 章 3600円

2 平行植物　新装版 435-4 L・レオーニ 2200円

3 公園が主役のまちづくり 539-9 小川貴裕 2000円

4 幻談水族巻 543-6 福井栄一 1700円

5 江戸博物文庫　魚の巻 486-6 工作舎＝編 1600円

6 江戸博物文庫　花草の巻 481-1 工作舎＝編 1600円

合計
注文冊数 冊

7 ヴァンパイアと屍体　新装版 542-9 ポール・バーバー 3200円

8 ガイアの時代 158-2  J・ラヴロック 2330円

9 賢治と鉱物 438-5 加藤碵一＋青木正博 3200円 条件

10 うたかたの国 524-5 松岡正剛 1800円

ご担当 様

11 無限の天才　新装版 476-7 R・カニーゲル 5500円

12 TRA（トラ） 425-5 タイガー立石 5000円

13 変わり続ける！ シブヤ系まちづくり 523-8 渋谷未来デザイン 2000円 月　　日発注

14 蟲虫双紙 541-2 福井栄一 1700円

15 僕はずっと裸だった 440-8 田中 泯 2300円

16 植物の神秘生活 133-9 トムプキンズ他 3800円

17 テルミンとわたし 537-5 竹内正実 2300円

18 江戸博物文庫　鳥の巻 480-4 工作舎＝編 1600円

19 身体化された心 354-8 F・ヴァレラ他 2800円

20 アインシュタイン、神を語る 464-4 ウィリアム・ヘルマンス 2200円
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定価　本体2500円＋税
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受注サイト『BookCellar』でも受付中！

工作舎NEWS #313 工作舎｜10月新刊&BEST20注文書人文 ＞思想ご担当者 様

▼新刊ラインに搬入します。

▼注文口に搬入します。

▼ 申込締切 9月 30日

◉ ISBN978-4-87502-548-1  C1010 
◉四六判上製／356頁　
◉定価　本体2500円＋税 
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出版営業部
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もうじき
ハロウィン！

日本経済新聞
「大栗博司氏
紹介の反響大

9/1発売
「大人の科学
マガジン テル
ミンmini」で
竹内さん解説

10月下旬 新刊
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【関連図書】（本体価格）
・藤田直哉『新世紀ゾンビ論』
　／筑摩書房／2017年／1800円
・マキシム・クロンブ『ゾンビの小哲学』　人文書院
　／2019年／2400円
・岡本健『大学で学ぶゾンビ学』　扶桑社新書
　／2020年／940円
・ユリイカ2022年9月号 特集=Jホラーの現在
　　青土社／1800円
・ノエル・キャロル『ホラーの哲学』　フィルムアート社
　／2022年9月刊行／3200円

【著者紹介】（えんどう・とおる）
1961年生まれ。同志社大学グローバル地域文化学部
学部長。研究テーマは英文学、身体論、文化論（アメリ
カ・ポップカルチャー）など多岐にわたる。『スーパーマ
ンの誕生：KKK、自警主義、優生学』、『バットマンの死：
ポスト９/11のアメリカ社会とスーパーヒーロー』(以上
新評論 )など、アメリカ文化批評の著書多数。
ホラー小説家としても活躍。短編小説「姉飼」で第10
回日本ホラー小説大賞を受賞、「麝香猫」で第35回川
端康成文学賞候補となる。主な小説作品に『姉飼』『壊
れた少女を拾ったので』『戦争大臣』(以上角川ホラー
文庫 )など。最新刊は『幸福のゾンビ　ゾンビ短編集』
（金魚屋プレス、2022.10）。

ISBN978-4-87502-542-9　C0039
定価　本体3200円＋税

ヴァンパイアと屍体 新装版

現代思想の手法でゾンビ表象を読み解く。
19世紀にハイチのヴードゥー教の「生ける死者」
として現れた「ゾンビ」。理性も知性ももたず人
を襲い、嚙まれた者も同類になっていく──
映画でお馴染みのゾンビのあり方に、この世／
主体／資本主義／人種／ジェンダーの枠組み
から逃避する道の可能性を見出す。現代思想の
手法を駆使して、ゾンビ表象が担う意味をあぶ
りだした知的冒険の書。図版多数。

ゾンビと資本主義
主体／ネオリベ／人種／ジェンダーを超えて

「アカデミア・ゾンビ」ブックリスト作成中！
ブックフェアご検討の方はご連絡ください。

↑世界中に広がる
　ゾンビ・ウォーク

↑1932年の
映画

『ホワ
イト・

ゾン
ビ』


